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株 式 会 社 Wisdom 

定 款 

Ble ee Bl 

第 1 条 (商号 ) 

当会 社 は 、 株 式 会 社 Wisdom と 称し 、 英 文 で は Wisdom Co., Ltd. と 表示 する 。 

第 2 条 (目的 ) 

当会 社 は 、 次 の 事業 を 営 ゆ こと を 目的 と する 。 

(1) 株 式 、 有 価 証券 の 保有 、 売 買 、 運 用 及び 管理 業務 

(2) 経営 及び 財務 に 関す る コン サル ティ ング 業務 

(3) 投資 業 

(4) 前 各 号 に 附帯 関連 する 一 切 の 事業 

第 3 条 (本 店 の 所 在 地 ) 

当会 社 は 、 本 店 を 東京 都 大 田 区 に 置く 。 

BAR (公告 方 法 ) 

当会 社 の 公告 は 、 官 報 に 掲載 する 方 法 に より 行う 。 

第 2 章 株 XH 

第 5 条 (発行 可能 株 式 総数 ) 

当会 社 の 発行 可能 株 式 総数 は 、4 億 株 と する 。 

第 6 条 (株 券 の 不発 行 ) 

当会 社 の 株 式 に つい て は 、 株 券 を 発行 し な い 。 

第 7 条 (株 式 の 譲渡 制限 ) 

当会 社 の 株 式 の 譲渡 に よる 取得 に つい て は 、 株 主 総会 の 承認 を 受け な けれ ば 

な ら な い 。 た だ し 、 当会 社 の 株 式 に つき 設定 され た 担保 権 の 実行 (法定 の 手続 

に よる も の の ほか 、 法 定 の 手続 に よら な い 任 意 売 却 又は 代物 弁済 に よる 実行 を 

含む 。) に 伴う 、 担 保 権 者 若しくは その 子会社 ・ 関 連 会 社 又は 担保 権 者 の 指定 

する 第 三 者 に 対す る 譲渡 に よる 株 式 の 取得 に つい て は 、 当 会 社 の 承認 が あっ た 

も の と みな す 。    



第 8 条 (相続 人 等 に 対す る 株 式 の 売 渡 請求 ) 

当会 社 は 、 相 続 そ の 他 の 一 般 承 継 に より 当会 社 の 株 式 を 取得 し た 者 に 対し 、 
当該 株 式 を 当会 社 に 売り 渡す こと を 請求 する こと が で きる 。 

第 9 条 (株 式 の 取扱 い に 関す る 事項 ) 

当会 社 の 株 式 に 関す る 取扱 い 及 びそ の 手数 料 は 、 法令 又は 本 定款 の ほか 、 取 

締 役 の 定め る と ころ に よる 。 

第 3 章 株 主 総会 

第 10 条 (招集 ) 

定時 株 主 総会 は 毎 事業 年 度 終了 後 3 ヶ月 以内 に 招集 し 、 臨時 株 主 総会 は 、 必 
要 が ある 場合 に 招集 する 。 

第 11 条 (基準 日) 
当会 社 は 、 毎 年 3 月 31 日 の 最終 の 株 主 名 簿 に 記載 又は 記録 され た 議決 権 を 有 

する 株 主 を も っ て 、 そ の 事業 年 度 に 関す る 定時 株 主 総会 に お いて 権利 を 行使 す 

る こと が で きる 株 主 と する 。 

第 12 条 (招集 権 者 及び 議長 ) 
株 主 総会 は 、 法 令 に 別段 の 定め が ある 場合 を 除き 、 取 締 役 の 1 名 が 招集 し 、 

議長 と な る 。 た だ し 、 代 表 取 締 役 が 定め られ た 場合 に は 、 代 表 取 締 役 の 1 名 が 
招集 し 、 議 長 と な る 。 

第 13 条 (議決 権 の 代理 行使 ) 

1. 株 主 は 代理 人 に よっ て 、 議 決 権 を 行使 する こと が で きる 。 
2. 前 項 の 場合 に は 、 株 主 又 は 代理 人 は 代理 権 を 証明 する 書面 を 、 株 主 総会 ご と 

に 当会 社 に 提出 し な けれ ば な ら な い 。 

第 14 条 (決議 の 方 法 ) 

株 主 総会 の 決議 は 、 法令 又は 本 定款 に 別段 の 定め が ある 場合 を 除き 、 議決 権 
を 行使 する こと が で きる 株 主 の 議決 権 の 過半 救 を 有する 株 主 が 出席 し 、 出 席 し 
た 当該 株 主 の 議決 権 の 過半 数 を も っ て 行う 。 

  
    
 



  

  

  
  

第 4 章 取締 役 

第 15 条 (取締 役 の 員数 ) 

当会 社 の 取締 役 は 、 1 名 以上 と する 。 

第 16 条 (取締 役 の 選任 ) 

1. 取締 役 は 、 株 主 総会 の 決議 に よっ て 選任 する 。 

2. 取締 役 の 選任 決議 は 、 果 積 投票 に よら な い 。 

第 17 条 (取締 役 の 任期 ) 

1. 取締 役 の 任期 は 、 選 任 後 1 年 以内 に 終了 する 事業 年 度 の うち 最終 の も の に 関 

する 定時 株 主 総会 の 終結 の 時 まで と する 。 

2. 増員 に より 、 又 は 補欠 と し て 選任 され た 取締 役 の 任期 は 、 他 の 在任 取締 役 の 

任期 の 満了 する 時 まで と する 。 

第 18 条 (代表 取締 役 ) 

当会 社 に 取締 役 が 2 名 以上 いる と き は 、 株 主 総会 の 決議 に より 、 代表 取締 役 

1 名 以上 を 定め る こと が で きる 。 

第 19 条 (取締 役 の 報酬 等) 

取締 役 の 報酬 、 賞 与 そ の 他 の 職務 執行 の 対価 と し て 当会 社 か ら 受 ける 財産 上 

の 利益 は 、 株 主 総会 の 決議 に よっ て 定め る 。 

第 5 章 # 算 

第 20 条 (事業 年 度 ) 

当会 社 の 事業 年 度 は 、 毎 年 4 月 1 日 か ら 翌 年 3 月 31 日 まで と する 。 

第 21 条 ( 刺 余 金 の 配当 等 ) 

1. 当会 社 は 、 株 主 総会 の 決議 に よっ て 、 毎 年 3 月 31 日 の 最終 の 株 主 名 簿 に 記載 

又は 記録 され た 株 主 又は 登録 株 式 質 権 者 に 対し 、 剰 余 金 の 配当 を 行う こと が で 

きる 。 

2. 配当 財産 が 金銭 で ある 場合 は 、 そ の 支払 開始 の 日 か ら 満 3 年 を 経過 し た と き 

は 、 当 会 社 は その 支払 の 義務 を 免れ る も の と する 。 

3. 末 払 配当 財産 に は 利息 を 付 さ な いも の と する 。



第 6 章 附 出 

第 22 条 (設立 時 発行 株 式 の 数 、 資本 金 の 額 、 資本 準備 金 の 額 及 び 設 立 に 際 し て 出 次 

され る 財産 の 価額) 
当会 社 の 設立 時 発行 株 式 の 数 は 1 億 株 、 資本 金 の 額 は 金 50 万 円 、 資本 準備 金 

の 額 は 金 50 万 円 と し 、 設 立 に 際 し て 出資 され る 財産 の 価額 は 金 100 万 円 と する 。 

第 23 条 (最初 の 事業 年 度 ) 

当会 社 の 最初 の 事業 年 度 は 、 当 会 社 成立 の 日 か ら 令 和 9 年 3 月 31 日 まで と す 
る 。   

第 24 条 (発起 人 ) 
発起 人 の 名 称 、 住所 、 割当 て を 受け る 設立 時 発行 株 式 の 数 及び その 引換 え に 

払い 込む 金銭 の 額 は 、 次 の と お り で ある 。 

(1) 住所 : 神奈 川 県 横浜 市 神奈 川 区 栄町 10 番 地 35 rie 
Ys SANTA — AW4l05% ale 

(2) 名 称 : 株式 会 社 乾 为 天 
(3) 割当 て を 受け る 設立 時 発行 株 式 の 数 : 1 億 株 六 
(4) 前 号 の 設立 時 発行 株 式 と 引換 え に 払い 込む 金銭 の 額 : 金 100 万 円 ie 
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以上 、 株 式 会 社 Wisdom を 設立 する た め 、 BEA Ch SRABILEA KILKERE 

作成 し 、 こ こ に 記名 押印 する 。 

令 和 8 年 [6 月 | 日 

神奈 川 県 横浜 市 神奈 川 区 栄町 10 番 地 35 | | 

ザ ・ ヨ コ ハ マ タワ ー ズ W4105 呈 | 

発起 人 株 式 会 社 乾 為 天 

代表 取締 役 om 将 也       
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令 和 8 年 登 短 第 0 5 1 6 

嘱 放 人 は 、 本 科 に 対し 、 設 立 され る 法人 の 実質 的 F 

支配 者 と な る べき 者 が 波 濾 美 符 で ある 旨 及 び 同 人 が 

暴力 団員 等 で な い 財 を 申告 し た 。 6 

嘱託 人 の 代理 人 は 、 本 職 の 面前 で 、 嘱 詫 人 の 記名 E 
押印 を 確認 する 旨 を 陳述 し た 。 6 

よっ て 、 こ の 定 談 を 認証 する 。 6 

令 和 8 年 10 月 1 日 、 本 職 役場 に お いて 6 

東京 都 千 代田 区 丸の内 三 丁 目 3 番 1 号 6 

東京 法務 局所 属 
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ぴあ や が が が ある ( 公 ) Hepepesepayes ® BHBBSHS (A) や や や が が の が ( 役 ) が あぷ や や ある ( 場 ) SHSBSSHAH 
  

       


